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Ⅰ 授業の目的 

情報通信技術が発展してきた現在において医療の世界でも情報科学の技術の利用が当たり前になって      

きている。スマートフォンなどは、情報伝達手段の最たるものであるが、個人情報の流出など便利さの

反面、危険性もある。本講義では、医療情報の正しい取り扱い、病院情報システム（電子カルテ）、病

院間の医療情報の連携や、遠隔医療といった医療・看護に関わる情報基盤の内容から、医療 AI、仮想現

実といった最先端の技術の医療・看護への応用についての理解を深めることを目的とする  

 

Ⅱ 到達目標 

 (1)「情報」の概念やその科学的取り扱いについて説明できる。 

(2) 電子カルテの概念および医療にもたらす寄与について説明できる 

(3) 医療情報の標準化の必要性と事例について説明できる。 

(4) 医療、健康、保健福祉、ゲノム医療、臨床研究他の情報化の動向と将来について説明できる。 

(5) 情報セキュリティについて説明できる。 

(6) 医療情報連携システムとＰＨＲの利活用について理解する。 

(7) 人工知能の医療における有効性を説明できる。 

(8) 遠隔医療の利活用について説明できる。 

(9) 情報科学技術を利用する上での倫理的課題について理解する。 

(10)ビッグデータを用いた研究の有用性について説明できる。 

 

Ⅲ 教育内容 

No. 月 日 曜日 時限 タイトル 内    容 

1. R5.9.12 (火) 1 医療情報学概説  医療情報学とは 

2. R5.9.12 (火) 2 病院情報システム  電子カルテとその周辺システムについて 

3. R5.9.19 (火) 4 医療情報連携について  病院間での診療情報の連携、遠隔医療、PHR 

4. R5.9.19 (火) 5 
バイオインフォマティック
ス 

 ゲノム医療、バイオバンク 

5. R5.9.25 (月) 4 情報セキュリティ 
 ランサムウェムウェア対策など情報セキュリテ
ィについて 

6. R5.9.25 (月) 5 人工知能と医療 AI の利活用について 

7. R5.11.28 (火) 4 医療情報を用いた研究①  医療ビッグデータ、FHIR 規格について 

8. R5.11.28 (火) 5 医療情報を用いた研究② 最新の研究について紹介する 

 

Ⅳ 教育方法 

 講義形式で行う。 

 

Ⅴ 評価の方法 

 講義時間中のレポート（40％）および試験（60％）で評価する。 

  

Ⅵ 推薦する参考書 

 日本医療情報学会 編：「医療情報」第５版 医療情報システム編、日本医療情報学会／篠原出版新社  

 その他講義中に紹介 

M-04-21-L 
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